
俊
成
の
歌
の
展
開
と

歌
論
考

池

田

富

蔵

一
、
家
系
と
時
代

煽
藤
原
俊
成
は
、
道
長
の
六
男
長
家
を
祖
と
す
る
御
子
左
家
の
後
高
で
、
従
三
．

位
権
中
納
言
俊
忠
の
四
男
。
母
は
伊
予
守
藤
原
敦
家
の
女
。
永
久
二
年
（
＝

一
四
）
の
出
生
で
、
七
十
四
代
鳥
羽
天
皇
の
治
世
、
実
質
的
に
は
白
河
法
皇
の

院
政
下
で
あ
っ
た
。
次
に
俊
成
の
父
方
御
子
左
家
と
母
方
の
系
図
を
相
関
的
に

示
す
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

摂
政
関
白

兼
 
家
一

大
納
言
 
 
 
参
議

道
 
綱
-
兼
 
経
一

i
顕護

綱Xj：

丁
兼宰

子・位

」

 
伊
予
守

f
敦
 
家

 
摂
政
関
肉
 
 
 
 
 
 
権
大
納
言

A
道
長
ー
ー
長
 
家

大
納
冨

忠
 
家

 
刑
部
蜘

一
敦
 
兼

1
女
 
子
一

権
中
納
言

俊
・
忠
1

 
以
上
の
よ
う
に
藤
原
氏
の
栄
華
の
基
礎
を
築
い
た
摂
政
関
白
母
家
の
血
脈
が

道
綱
・
道
長
の
兄
弟
に
分
か
れ
数
代
を
経
て
俊
成
に
至
っ
て
再
び
合
流
し
た
と

い
う
縁
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
父
俊
忠
に
は
「
俊
忠
朝
臣
家
歌
合
」
 
（
長
治
元

年
〈
一
一
〇
四
〉
判
者
は
源
俊
頼
）
な
ど
あ
り
、
俊
頼
、
基
俊
ら
を
自
宅
に
招

じ
て
催
し
、
後
年
俊
成
に
と
っ
て
は
歌
人
成
長
と
い
う
意
味
か
ら
も
極
め
て
重

要
で
あ
っ
た
が
、
不
幸
に
も
俊
成
十
才
の
時
、
保
安
四
年
（
＝
二
三
）
俊
忠

は
五
十
三
才
で
他
界
し
た
。
こ
の
時
以
後
、
俊
成
は
実
姉
の
嫁
ぎ
先
で
、
継
母

の
実
家
で
も
あ
る
葉
室
家
で
養
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
名
を
顧

広
と
称
し
た
。
早
く
し
て
孤
児
と
な
っ
た
俊
成
が
葉
室
一
家
に
養
育
さ
れ
た
こ

 
 
 
 
 
 
と
は
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
援
助
を
も
大

 
 
 
 
 
 
い
に
受
け
て
い
る
。
葉
室
家
は
内
大
臣
高
藤
七
代
の
孫
大
蔵
卿

 
 
 
 
 
 
為
房
二
男
按
除
使
幽
門
か
ら
始
ま
る
名
門
で
、
院
政
期
に
お
い

 
 
 
 
 
 
て
は
仙
洞
・
後
宮
と
の
関
係
が
深
く
そ
の
勢
力
は
摂
関
家
に
も

 
 
 
 
 
 
匹
敵
さ
れ
、
「
四
鏡
」
に
は
「
夜
の
関
白
」
な
ど
と
称
さ
れ
た
、

饒
宮
藤
 
次
に
葉
室
家
と
皇
室
、
さ
ら
に
俊
成
と
の
関
係
に
し
ぼ
っ
て
系

 
 
 
 
 
 
図
を
示
す
と
左
の
通
り
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
次
の
系
図
は
、
・
俊
忠
・
俊
成
親
子
を
中
・
心
と
し
て
こ
れ
と
関

係
す
る
家
系
と
を
広
く
付
合
わ
せ
て
作
成
し
て
み
た
。
以
上
で
わ
か
る
よ
う
に

為
房
（
勧
修
寺
家
）
の
妹
光
子
は
堀
河
帝
の
乳
母
で
、
閑
院
流
の
公
実
に
嫁
し

俊
成
の
歌
の
展
開
と
歌
論
考
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隆
 
方
1

（
勧
修
寺
）

一
国
 
房

為
隆
i 一

隆
 
憲

1
光
、
房

為
忠
女
」

房
定

長

敦
家
女
-
π

 
 
 
 
 
 
 
 

一
俊
忠
π

1
女
子
1
・
丁
経

 
 
（
葉
室
）

一
二
 
隆
1

1
忠
 
子

⊥
陵
圏

一
女

子
！
エ

i
顕
、
頼

一
豪
子
卜

卜
俊
子
1

1 1 ・1

成惟光

三方頼

一
顕
 
長

i
女
 
子
一

 
 
 
（
堀
河
乳
母
）

鋸
目
鉾
口
繕
［
再
臨

 
白
河
院
一
堀
河
院
-
鳥
羽
帝
一

1
公
 
 
能
1

T
［
回
忌
⊥

一
近
衛
帝

1
長
 
方

美
福
門
院

（
後
白
河
后
）

1
析
 
去

て
高
歯
門
院
璋
子
を
生
み
、
崇
徳
・
後
臼
蓋
両
天
皇
の
外
祖
母
の
位
置
に
い
る
、

顕
広
が
葉
室
家
に
入
り
養
父
顕
頼
（
顕
広
の
叔
父
で
義
理
の
兄
で
も
あ
る
）
ハ

養
祖
父
顕
隆
か
ら
は
温
く
見
守
ら
れ
官
途
の
上
で
は
参
議
に
こ
そ
は
な
れ
な
か

っ
た
が
、
仁
安
元
年
（
＝
六
六
）
に
は
五
十
三
才
で
従
三
位
に
遷
せ
ら
れ
て

1
二
条
帝

⊥
局
倉
帝

一
実
 
定

（
近
衛
后
）

-
多
．
子

1
実
 
家

1
実
 
旧

い
る
し
、
そ
の
恩
恵
に
は
大
な
る
も
の
が
あ
っ

た
。
歌
人
と
し
て
見
た
場
合
、
俊
成
は
中
世
和

歌
の
美
学
を
樹
立
し
た
先
駆
者
と
じ
て
古
今
集

を
尊
重
し
な
が
ら
も
新
し
い
千
載
集
の
世
界
を

形
成
し
、
万
葉
派
と
も
い
う
べ
き
六
戸
家
と
対

立
し
、
漸
次
自
己
の
立
場
を
三
明
に
し
、
歌
論

と
し
て
は
余
情
、
幽
玄
の
世
界
を
樹
立
し
、
や

が
て
そ
れ
は
新
古
今
集
に
お
け
る
美
的
理
念
と

し
て
一
つ
の
母
胎
と
も
な
っ
た
。
彼
は
元
久
元

年
（
一
二
〇
四
）
に
九
十
一
歳
で
没
し
た
が
、

そ
の
長
い
生
涯
は
決
し
て
平
坦
な
道
で
は
な
か

っ
た
。
保
元
元
年
（
＝
五
六
）
四
十
三
歳
の

時
に
は
保
元
の
乱
が
勃
発
し
、
平
治
元
年
（
一

一
五
九
）
四
十
六
歳
の
時
に
は
平
治
の
乱
に
遭

遇
し
て
い
る
。
彼
自
身
と
し
て
も
斜
陽
貴
族
の

出
身
で
あ
り
、
常
に
没
落
意
識
と
末
世
観
的
無

常
感
を
以
て
世
に
生
き
て
き
た
。
歌
人
と
し
て

は
、
家
集
「
長
秋
詠
藻
」
を
治
承
二
年
（
一
一

七
八
）
六
十
五
歳
で
守
旧
法
親
王
に
三
献
。
勅

撰
集
と
し
て
は
「
千
載
集
」
を
文
治
四
年
（
一

一
八
八
）
七
十
五
歳
で
後
白
河
院
に
奏
覧
。
歌
論
書
と
し
て
は
「
古
来
風
躰
抄
」

を
建
久
八
年
（
】
一
九
七
）
八
十
四
歳
で
式
子
内
親
王
に
献
上
し
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
「
六
百
番
歌
合
」
 
（
建
久
四
年
く
一
一
九
三
V
・
八
十
歳
）
、
「
千
五
百

番
歌
合
」
 
（
建
仁
元
年
く
＝
一
〇
一
V
・
八
十
八
歳
）
を
始
め
多
く
の
歌
合
の
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．
判
者
を
勤
め
、
和
歌
史
、
歌
論
史
上
に
大
き
な
業
績
を
残
し
た
。

 
さ
て
、
俊
成
の
歌
と
歌
論
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
彼
の
九
十
一
年
の
生
涯
を

政
治
的
社
会
環
境
、
歌
壇
的
、
ま
た
は
個
人
的
事
情
な
ど
か
ら
種
々
な
区
分
も

あ
ろ
う
が
、
今
は
e
顕
広
時
代
、
口
俊
成
時
代
、
日
脚
阿
時
代
の
三
期
に
大
き

く
分
け
て
そ
の
作
歌
に
お
け
る
野
屋
の
質
的
展
開
の
相
を
年
齢
的
に
追
う
て
ゆ

く
の
が
妥
当
な
方
法
と
思
う
。
以
下
こ
れ
に
従
っ
て
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

二
、
歌
風
展
開

 

一
顕
広
時
代

（

（一

ｪ
歳
頃
-
四
五
歳
頃
ま
で
）

 
顕
広
は
十
歳
で
父
を
亡
く
し
て
い
る
の
で
、
歌
の
指
導
は
受
け
て
い
な
い
だ

ろ
う
。
た
だ
、
御
子
左
遷
と
い
う
歌
の
門
閥
に
生
を
混
け
た
の
で
幼
に
し
て
作

歌
環
境
の
中
に
育
ち
十
八
歳
頃
か
ら
作
歌
を
始
め
た
と
自
ら
も
言
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
さ
ら
に
こ
の
顕
広
時
代
を
歌
壇
の
主
な
行
事
に
参
加
し
た
三
期
に
細
分

し
て
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
。
ω
「
為
忠
家
百
首
」
を
中
心
と
す
る
作
歌
基
礎
習

作
期
。
 
（
一
八
歳
頃
-
二
五
歳
頃
）
②
「
述
懐
百
首
」
を
中
心
と
す
る
作
歌
習

得
期
（
二
五
歳
頃
-
三
五
歳
頃
）
㈲
「
久
安
百
首
」
を
を
中
心
と
す
る
自
己
拡

充
期
（
三
五
歳
頃
-
四
五
歳
頃
）
で
あ
る
。
ω
の
作
品
に
は
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。

ω
た
き
つ
瀬
の
玉
散
る
水
や
か
か
る
ら
む
露
の
み
し
げ
き
山
吹
の
花
、
（
丹
後
守

 
為
忠
朝
臣
家
百
首
・
長
承
元
隼
（
㎜
）
（
1
9
歳
）

㈲
秋
の
夜
の
深
き
あ
は
れ
は
有
明
の
月
見
し
ょ
り
ぞ
知
ら
れ
そ
め
に
し
（
木
工

 
権
頭
為
忠
朝
臣
下
首
・
同
二
年
（
㎜
）
（
2
0
歳
）
＼
、

俊
成
の
歌
の
展
開
と
歌
論
考

，
顕
広
の
歌
は
こ
う
し
た
基
礎
的
習
作
期
の
歌
か
ら
始
ま
る
。
し
か
も
こ
の
二

首
が
「
寝
藁
拾
遺
集
」
に
入
集
し
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ω
は
、

崇
徳
風
内
裏
歌
壇
に
参
加
し
、
保
延
六
年
に
は
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

㈹
世
の
中
よ
道
こ
そ
無
け
れ
思
ひ
入
る
山
の
奥
に
も
鹿
ぞ
鳴
く
な
る
（
述
懐
百

 
首
・
保
延
六
年
（
㎜
）
（
秋
歌
・
鹿
）
 
（
2
7
止
戚
）

㈲
さ
り
と
も
と
思
ふ
心
も
虫
の
音
も
弱
り
果
て
ぬ
る
秋
の
暮
か
な
（
同
）
 
（
秋

 
歌
・
虫
）
（
2
7
歳
）

③
憂
き
夢
は
名
残
ま
で
ご
そ
悲
し
け
れ
此
世
の
後
も
猶
や
歎
か
ん
（
同
）
 
（
雑

．・

ﾌ
・
夢
）
 
（
2
7
歳
）

 
こ
こ
で
「
述
懐
百
首
」
と
い
う
の
は
俊
成
家
集
「
長
秋
詠
吟
」
上
に
所
収
。

そ
の
成
立
の
由
来
は
「
堀
河
院
の
三
時
の
百
首
の
題
を
述
懐
に
寄
せ
て
詠
み
け

る
歌
、
保
延
六
年
の
頃
の
事
に
や
」
と
あ
る
通
り
「
堀
河
百
首
」
の
題
を
そ
の

ま
ま
採
用
し
、
こ
れ
を
述
懐
の
歌
と
し
て
百
題
百
首
に
構
成
さ
せ
、
す
べ
て
述

懐
に
詠
ん
だ
と
こ
ろ
に
顕
広
の
こ
の
百
首
の
存
在
意
義
が
あ
る
。
自
由
に
三
首

を
選
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
鹿
、
虫
、
夢
を
通
し
て
顕
広
の
人
生
を
詠
み
こ
ん
だ

の
が
そ
の
特
色
。
こ
と
に
㈹
は
「
百
人
一
首
」
に
定
家
は
採
用
し
て
い
る
。
し

か
も
、
三
首
と
も
「
千
載
集
」
に
入
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
顕
広
自
信
の
歌

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
⑥
に
つ
い
て
は
「
八
代
集
抄
」
に
「
幽
玄
の
心
ば
え

実
に
二
條
家
の
正
風
な
る
べ
し
」
と
評
し
た
の
は
将
来
の
俊
成
・
釈
阿
の
特
色

が
す
で
に
こ
こ
に
内
在
さ
れ
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。
㈲
に
つ
い
て
は
「
久
安

百
首
」
 
（
崇
徳
院
御
百
首
と
も
い
う
）
が
そ
の
中
心
で
久
安
六
年
 
（
一
一
五

〇
）
三
徳
院
主
催
の
第
二
度
百
首
で
当
時
の
主
要
な
歌
人
た
ち
十
四
人
が
召
さ

れ
た
。
当
時
三
十
七
歳
の
顕
広
も
こ
れ
に
加
わ
り
、
崇
徳
院
譲
位
後
も
引
き
続

き
院
歌
壇
に
活
躍
し
た
。
 
「
久
安
百
首
」
が
「
長
秋
詠
藻
」
上
の
巻
頭
に
置
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か
れ
た
の
も
浅
学
が
作
歌
に
当
っ
て
の
自
己
拡
充
期
に
さ
し
か
か
っ
た
頃
で
、

千
載
集
に
も
多
く
入
筆
し
て
い
る
。
次
に
こ
の
期
の
代
表
的
な
歌
を
あ
げ
て
お

く
Q

㈲
夕
さ
れ
ば
野
辺
の
秋
風
身
に
し
み
て
鶉
鳴
く
な
り
深
草
の
里

 
（
千
載
集
・
秋
歌
上
）
（
3
7
歳
）

㈹
月
さ
ゆ
る
氷
の
上
に
霰
ふ
り
て
心
く
だ
く
る
玉
川
の
里

 
（
千
載
集
一
冬
歌
）
 
（
3
7
歳
）

⑥
面
影
に
花
の
姿
を
先
立
て
て
幾
重
越
え
来
ぬ
峯
の
白
雲

 
（
新
勅
撰
集
。
網
地
）
（
4
3
歳
以
前
）

 
こ
の
三
首
の
う
ち
◎
は
諸
徳
院
が
保
元
元
年
（
＝
五
六
）
に
讃
岐
に
配
流

さ
れ
て
い
る
し
、
そ
の
前
の
歌
と
思
わ
れ
る
の
で
顕
広
四
十
三
歳
以
前
で
㈹
・

㈹
に
比
す
と
後
に
な
る
が
、
こ
の
三
首
と
も
い
ず
れ
も
名
歌
で
、
顕
広
の
「
あ

は
れ
」
「
静
寂
」
「
艶
」
「
幽
玄
」
な
ど
の
総
合
さ
れ
た
美
が
内
在
さ
れ
て
い

る
。
㈹
は
、
伊
勢
物
語
＝
一
三
段
に
お
け
る
深
草
の
里
の
女
の
歌
「
野
と
な
ら

ば
鶉
と
な
り
て
鳴
き
を
ら
む
か
り
に
だ
に
や
は
君
は
来
ざ
ら
む
」
 
（
古
今
集
三

下
に
も
所
載
）
、
に
そ
の
原
型
が
あ
り
、
さ
ら
に
「
鶉
な
く
真
野
の
入
江
の
浜
風

に
尾
花
波
よ
る
秋
の
夕
暮
」
 
（
金
葉
集
・
秋
）
に
継
承
さ
れ
る
文
学
系
譜
が
形

成
さ
れ
る
。
俊
頼
か
ら
顕
広
へ
の
展
開
は
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
文
学
形
象
で
も
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
㈲
と
⑥
に
つ
い
て
の
比
較
は
「
無
名
抄
」
の
俊
恵
が
問
題
提

議
し
て
㈹
の
方
が
勝
れ
て
い
る
と
い
う
論
を
立
て
、
顕
広
自
讃
の
㈹
と
対
立
し

た
の
は
有
名
な
話
で
あ
る
。
俊
恵
の
論
旨
は
「
か
の
歌
は
『
身
に
し
み
て
」
と

云
ふ
腰
の
句
の
い
み
じ
う
無
念
に
覚
ゆ
る
な
り
、
．
是
程
に
成
り
ぬ
る
歌
は
、
景

気
と
い
ひ
流
し
て
、
た
だ
空
に
身
に
し
み
け
ん
か
し
と
思
は
せ
た
る
ζ
そ
、
心

に
く
く
も
優
に
も
侍
れ
。
い
み
じ
う
い
ひ
も
て
行
き
て
、
歌
の
詮
と
す
べ
き
ふ

し
を
さ
は
と
い
ひ
現
し
た
れ
ば
、
む
げ
に
ご
乏
浅
く
成
り
ぬ
る
」
と
あ
る
ご
と

く
「
身
に
し
み
て
」
が
不
要
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
顕
広
は
あ
く
ま
で

も
寂
蓼
美
を
含
む
㈹
の
歌
を
代
表
歌
と
し
、
「
古
来
風
躰
抄
」
、
「
慈
鎮
和
尚

自
歌
合
」
に
も
こ
の
歌
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
㈲
の
歌
は
、
「
千
載
集
」
に
も

入
集
し
て
い
る
が
、
 
「
無
名
抄
」
で
は
不
評
で
「
是
は
、
た
と
へ
ば
石
を
立

つ
る
人
の
、
よ
き
石
を
得
ず
し
て
、
小
さ
き
石
ど
も
を
取
集
め
て
高
く
さ
し
合

せ
つ
つ
立
て
た
れ
ど
、
い
か
に
も
真
の
石
に
は
劣
れ
る
や
う
に
、
わ
ざ
と
び
た

る
が
失
に
て
侍
る
な
り
」
と
庭
園
の
石
に
た
と
え
て
真
の
石
に
及
ば
な
い
こ
と

を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
秀
歌
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
批
評
も
出
て
来
る

が
、
顕
広
に
は
そ
う
し
た
批
判
を
越
え
て
確
固
た
る
歌
入
と
し
て
の
信
念
と
衿

持
と
を
持
っ
て
こ
の
期
を
過
ご
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
期
の
末
に
は
保
元
、
平

治
の
乱
が
起
り
、
「
久
安
百
首
」
の
こ
殊
遇
を
頂
い
た
崇
徳
院
の
こ
配
流
は
顕
．

広
に
と
っ
て
は
官
途
は
も
と
よ
り
、
歌
壇
的
に
も
不
幸
で
あ
り
、
し
ば
ら
く
次

期
の
到
来
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

 
二
俊
成
時
代

（

（
四
六
歳
頃
-
六
三
歳
く
出
家
の
歳
V
ま
で
）

 
顕
者
は
、
仁
安
二
年
（
こ
六
七
）
正
月
二
十
八
日
名
を
俊
成
と
改
め
た
。

こ
れ
を
中
心
に
歌
壇
的
に
み
て
四
十
六
歳
頃
か
ら
出
家
の
六
十
三
歳
ま
で
層
俊

成
時
代
と
し
た
。
こ
の
期
は
歌
壇
的
に
み
る
と
俊
成
は
清
輔
と
対
立
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
家
の
命
運
を
か
け
て
鏑
を
削
っ
た
時
機
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
清
輔
は

既
に
「
奥
紙
抄
」
 
（
天
治
元
年
く
一
＝
一
四
V
）
、
「
袋
草
子
」
 
（
平
治
元
年

〈
一
一
五
九
〉
）
な
ど
の
膨
れ
た
歌
学
書
を
著
わ
し
て
お
り
、
清
輔
の
在
世
中

は
、
俊
成
の
時
代
は
ま
だ
来
て
い
な
い
。
年
齢
に
し
て
も
清
輔
は
俊
成
よ
り
十
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歳
ほ
ど
の
先
輩
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
俊
成
に
と
っ
て
こ
の
期
を
迎
え
て
ま

ず
重
要
な
の
は
、
俊
成
改
名
の
前
年
永
万
二
年
（
＝
六
六
）
五
十
三
歳
の

時
、
「
中
宮
亮
重
家
歌
合
」
が
重
臣
の
第
で
催
さ
れ
、
こ
の
時
顕
広
は
判
者
と
し

て
迎
え
ら
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
歌
題
は
花
・
郭
公
・
月
・
雪
・
恋
の
五
題
各

十
四
番
計
七
十
番
。
出
席
歌
人
は
二
十
八
名
。
六
条
藤
原
家
一
門
と
六
条
源
氏

の
人
々
、
そ
れ
に
俊
恵
、
頼
政
な
ど
の
歌
林
苑
グ
ル
ー
プ
が
そ
の
主
要
メ
ン
バ

ー
で
あ
っ
た
。
こ
の
歌
合
に
は
清
輔
（
主
催
者
重
語
の
兄
）
の
名
が
見
え
ず
、

御
子
左
家
の
顕
広
が
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
」
清
輔
も
顕
広
を
高
く
評
価
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
判
者
に
迎
え
ら
れ
た
顕
広
に
し
て
み
れ
ば
Y
御
子
左
家
の
将
来

を
背
負
っ
て
立
つ
歌
人
と
し
て
は
大
き
な
試
金
石
の
場
で
あ
り
、
慎
重
に
判
者

の
責
任
を
果
た
す
意
欲
に
燃
え
た
。
そ
の
判
詞
の
特
色
を
分
析
し
て
み
よ
う
。

例
の
一
つ
を
。

○
打
ち
寄
す
る
磯
辺
の
波
の
白
ゆ
ふ
は
花
ち
る
里
の
遠
目
な
り
け
り
（
花
二
一

番
左
・
勝
 
 
 
 
別
当
隆
季
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
に
対
し
て
「
左
。
風
隠
は
幽
玄
、
詞
書
非
二
凡
俗
一
。
 
（
申
略
）
な
ほ
『
波
の

 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

白
木
綿
」
は
、
歌
の
さ
ま
丈
ま
さ
り
て
や
」
と
判
じ
て
い
る
。
特
に
こ
こ
で
注

意
す
べ
き
は
「
幽
玄
」
「
歌
の
さ
ま
丈
ま
さ
り
て
や
」
な
ど
歌
の
内
容
、
風
姿

に
関
し
て
の
評
語
の
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で
思
い
出
さ
れ
る

の
は
「
中
宮
亮
顕
輔
家
歌
合
」
 
（
長
承
三
年
〈
＝
三
四
〉
）
に
判
者
を
勤
め

た
藤
原
基
俊
の
判
詞
で
あ
る
。
即
ち
、
次
の
歌

○
見
渡
せ
ば
も
み
ち
に
け
ら
し
露
霜
に
誰
が
す
む
宿
の
つ
ま
梨
の
木
ぞ
（
紅
葉

 
・
一
番
左
・
負
 
新
中
納
言
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
に
対
し
て
「
左
前
、
詞
錐
・
擬
二
砂
質
之
体
一
、
義
血
レ
通
二
幽
玄
之
境
こ
と

「
幽
玄
四
境
」
と
い
う
判
詞
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
基
俊
に
入
門
し

俊
成
の
歌
の
展
開
と
歌
論
考

た
俊
成
へ
の
美
的
理
念
の
継
承
を
意
味
す
る
も
の
と
解
し
て
よ
い
。
歌
人
と
し

て
は
革
新
派
の
予
示
頼
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
俊
成
が
二
十
五
才

で
入
門
し
た
の
は
藤
原
基
俊
で
あ
り
、
基
俊
の
伝
統
的
歌
学
を
も
当
然
一
方
で

は
十
分
に
吸
収
し
、
伝
統
、
・
革
新
の
両
方
を
も
止
揚
し
て
新
し
い
中
世
的
美
の

世
界
を
形
成
、
発
展
さ
せ
た
の
が
俊
成
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
こ
の
歌
合
に
お
い

て
顕
広
は
始
め
て
判
者
と
し
て
臨
ん
だ
の
で
あ
り
、
出
席
の
歌
人
た
ち
の
前
で

判
者
と
し
て
の
面
目
を
施
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
判
詞
を
見
る

と
極
め
て
綿
密
に
判
じ
て
い
る
。
次
に
こ
れ
ら
を
整
理
し
て
み
る
と
凡
そ
次
の

よ
う
な
こ
と
に
な
る
。

 
ま
ず
一
番
多
い
の
は
歌
全
体
の
内
容
と
し
て
の
e
姿
の
問
題
、
つ
い
で
口

心
、
日
差
の
順
に
な
る
。
先
に
ふ
れ
た
幽
玄
も
歌
全
体
の
問
題
で
あ
る
が
用
語

の
頻
度
数
と
し
て
は
一
語
で
あ
っ
た
。
し
か
し
幽
玄
に
つ
い
て
は
俊
成
生
涯
の

美
的
理
念
で
あ
り
、
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
な
お
、
「
姿
」
の
判
詞
に

つ
い
て
は
、
更
に
こ
れ
を
わ
け
て
ω
姿
の
み
を
単
独
に
用
い
る
場
合
と
ω
「
姿

と
詞
」
「
姿
と
心
」
と
を
併
用
す
る
場
合
と
が
あ
る
。
次
に
そ
れ
ら
の
誉
詞
の

実
例
を
整
理
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

e
姿
に
つ
い
て
の
影
響

ω
、
単
独
の
場
合

○
姿
も
い
ひ
し
り
て
き
こ
ゆ
れ
ば
…
三
例
、
 
○
姿
を
か
し
く
も
み
ゆ
…
十
四

例
。
○
か
か
る
古
き
姿
も
あ
る
べ
し
…
一
例
。
○
歌
の
さ
ま
も
こ
れ
は
珍
ら
し

き
に
つ
き
て
…
二
例
。
以
上
二
十
例
ほ
ど
。

ω
、
併
用
の
場
合

○
姿
・
詞
を
か
し
く
き
こ
ゆ
…
四
例
。
 
○
心
・
姿
右
は
ま
さ
る
べ
き
や
…
三

'
例
。
以
上
七
例
。
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仁⇒

u
心
」
に
つ
い
て
の
判
詞
。
こ
れ
に
は
「
心
を
か
し
く
」
、
「
心
深
き
」
、
、
心

 
珍
し
く
」
な
ど
十
六
例
ほ
ど
あ
る
。

日
「
詞
」
に
つ
い
て
の
判
官
。
こ
れ
に
は
「
よ
く
き
け
る
詞
」
「
詞
つ
づ
き
」

 
「
な
だ
ら
か
」
な
ど
三
例
。
姿
や
、
心
に
つ
い
て
よ
り
も
ず
っ
と
少
な
い
。

四
「
余
情
」
、
「
さ
ま
」
に
つ
い
て
の
判
詞
に
は
「
余
情
た
ら
ず
や
あ
ら
む
」
と

 
か
、
「
歌
の
さ
ま
、
丈
ま
さ
り
て
や
」
な
ど
あ
り
、
頻
度
数
は
少
な
い
が
、

 
歌
全
体
に
か
か
わ
る
美
的
理
念
と
し
て
こ
の
期
の
み
で
な
く
俊
成
生
涯
に
わ

 
た
っ
て
大
切
な
判
詞
で
あ
っ
た
。

 
な
お
本
歌
合
に
お
け
る
蝋
管
の
用
意
周
到
な
配
慮
と
し
て
典
拠
と
な
る
べ
き

本
歌
を
例
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
万
葉
集
（
五
首
）
、
古
今
集
（
七
首
）
、

後
撰
集
（
四
首
）
、
拾
遺
集
（
二
首
）
、
後
拾
遺
集
（
二
首
）
、
金
葉
集
（
二

首
）
、
歌
合
集
（
二
首
）
、
極
道
集
（
一
首
）
、
散
木
集
（
一
首
）
、
催
馬
楽

（一

�
j
、
韓
非
子
説
林
（
一
首
）
な
ど
。
顕
広
は
基
俊
の
よ
う
に
街
学
的
態

度
で
は
な
く
、
歌
人
と
し
て
実
際
的
な
歌
合
の
場
に
臨
ん
で
の
生
き
た
指
導
方

法
を
と
っ
た
。
 
「
中
宮
亮
重
家
歌
合
」
は
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
こ
の
期
に
於

て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
た
だ
実
作
に
つ
い
て
は
こ
の
期
に
は
彼
の
秀

れ
た
代
表
作
品
は
余
り
な
い
。
勅
撰
集
入
集
の
歌
を
少
し
引
用
し
て
お
こ
う
。

ω
近
江
野
や
坂
田
の
稲
を
か
け
積
み
て
道
あ
る
御
代
の
始
め
に
そ
つ
く
（
5
3
歳

 
・
新
古
今
・
巻
七
・
賀
）
 
 
 
 
 
 
，

 
 
 
 
 
し
ロ
じ

②
思
ひ
き
や
搦
の
は
し
が
き
か
き
つ
め
て
百
夜
も
同
じ
丸
寝
せ
ん
と
は
（
5
7
歳

．
・
千
載
集
・
巻
十
二
・
恵
）

㈲
わ
た
の
原
漕
ぎ
は
な
れ
ぬ
る
舟
路
に
は
心
も
え
こ
そ
つ
な
が
ざ
り
け
れ
（
5
9

 
歳
・
新
宅
古
今
・
巻
十
八
・
雑
話
）

ω
み
吉
野
の
花
の
盛
り
を
今
日
見
れ
ば
越
の
白
根
に
春
風
ぞ
吹
く
（
5
6
歳
以
前

 
・
千
載
集
・
巻
一
・
春
上
）

 
以
上
の
う
ち
ω
・
ω
な
ど
は
彼
の
撰
し
た
千
載
集
に
入
集
ざ
せ
て
い
る
の
で

自
信
作
で
あ
っ
た
ろ
う
。
㈲
は
嘉
応
二
年
十
月
十
六
日
号
建
学
門
院
（
後
白
河

天
皇
皇
后
、
高
倉
天
皇
御
母
の
平
滋
子
）
の
仙
洞
御
所
、
法
住
寺
殿
で
催
さ
れ
た

歌
合
で
、
建
春
門
院
に
近
い
人
と
画
院
家
の
人
た
ち
二
十
人
が
集
っ
て
お
り
、

俊
成
は
右
方
の
作
者
で
あ
る
と
同
時
に
判
者
を
勤
め
て
い
る
。
ω
は
「
臨
期
違

約
恋
」
一
番
右
の
歌
。
衆
議
判
的
な
様
子
も
あ
っ
た
ら
し
く
「
様
姿
宜
し
き
よ

し
、
人
々
定
め
ら
れ
し
か
ば
、
お
さ
へ
侍
る
も
あ
や
し
く
や
と
て
、
右
の
勝
に

ま
が
り
な
り
し
な
る
べ
し
」
と
勝
っ
た
歌
で
あ
る
。
歌
の
主
題
は
謡
曲
「
通
小

町
」
で
有
名
な
深
草
少
将
が
小
野
小
町
に
九
十
九
夜
ま
で
通
っ
て
百
夜
に
小
町

が
約
を
違
え
た
の
を
骨
子
と
し
た
一
首
。
ω
は
、
 
「
俊
成
家
十
首
」
の
中
の
一

首
。
み
吉
野
の
花
の
盛
り
と
春
風
の
取
り
合
わ
せ
ば
す
が
す
が
し
い
。
ω
・
㈲

も
彼
の
代
表
歌
と
し
て
は
あ
げ
ら
れ
な
い
が
、
勅
撰
集
の
撰
者
の
目
に
は
と
ま

っ
た
歌
で
あ
っ
た
。
俊
成
の
円
熟
し
た
作
歌
活
動
は
次
の
釈
阿
時
代
を
待
た
ね

ば
な
ら
な
い
。

 三
尉
阿
時
代

（

（
六
四
歳
頃
一
九
一
歳
く
没
年
V
ま
で
）

 
こ
の
期
は
出
家
か
ら
入
滅
ま
で
の
最
晩
年
に
あ
た
り
、
そ
の
歌
風
も
円
熟
の

境
地
に
達
す
る
。
老
い
て
益
々
歌
人
と
し
て
の
最
期
を
飾
っ
た
俊
成
で
あ
っ
た
。

谷
山
茂
氏
は
こ
の
最
晩
年
を
三
期
に
分
け
て
そ
の
歌
の
展
開
を
考
え
ら
れ
た
。

こ
の
区
分
が
最
も
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
の
で
こ
の
説
に
従
っ
た
。
三
期
と
い
う

の
は
、
ω
右
大
臣
家
百
首
期
、
ω
五
社
百
首
期
、
㈲
正
治
百
首
、
千
五
百
番
歌

合
期
で
あ
る
。
以
下
歌
風
の
軌
跡
を
さ
ぐ
る
。
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ω
右
大
臣
家
百
首
期
（
六
四
歳
頃
-
七
五
歳
頃
ま
で
）

 
こ
の
十
年
間
は
最
長
年
期
に
入
っ
た
が
出
家
以
後
墨
書
は
歌
壇
的
に
も
愈
々

多
忙
を
極
め
、
多
く
の
業
績
を
残
し
た
。
摂
関
家
藤
原
兼
実
（
関
白
忠
通
の
子
）

は
六
条
藤
原
清
輔
を
師
と
し
て
九
条
家
歌
壇
に
迎
え
ら
れ
て
い
た
が
清
輔
没
後

は
御
子
左
上
俊
成
が
こ
れ
に
代
り
歌
人
と
し
て
の
地
位
を
確
保
す
る
よ
う
に
な

り
、
治
承
二
年
七
月
の
「
右
大
臣
百
首
」
に
作
者
と
し
て
参
加
し
て
い
る
（
六

五
歳
）
。
ζ
の
百
首
か
ら
千
載
集
に
五
首
自
選
し
、
新
古
今
明
に
は
十
三
首
入

集
し
て
い
る
。
千
載
集
の
五
首
は
次
の
通
り
。

ω
あ
は
れ
な
る
野
島
が
崎
の
庵
か
な
露
置
く
袖
に
波
も
か
け
け
り
（
巻
八
・
羅

 
旅
）

②
百
千
鳥
浦
島
の
子
は
帰
る
と
も
は
こ
や
の
山
は
常
磐
な
る
べ
し
（
巻
十
・
賀

 
歌
）

㈲
と
も
し
す
る
端
山
が
裾
の
下
露
や
入
る
よ
り
袖
は
か
く
謬
る
ら
ん
（
巻
十
一

 
・
恋
一
）

ω
い
か
に
せ
ん
室
の
八
島
に
宿
も
が
な
恋
の
煙
を
空
忙
紛
へ
ん
（
右
に
同
じ
）

㈲
忘
る
な
よ
世
々
の
契
り
を
菅
原
や
伏
見
の
里
の
有
明
の
空
 
 
（
巻
十
三
・
恋

 
三
）

 
新
古
今
か
ら
少
し
引
用
し
よ
う
。

ω
今
日
と
い
へ
ば
も
ろ
こ
し
ま
で
も
ゆ
く
春
を
都
に
の
み
と
思
ひ
け
る
か
な

 
（
巻
一
・
春
上
）

ω
昔
思
ふ
草
の
い
ほ
り
の
夜
の
雨
に
な
み
だ
な
ぞ
へ
そ
山
ほ
と
と
ぎ
す

 
（
心
置
・
夏
）

㈲
な
に
は
人
あ
し
火
た
く
や
に
宿
借
り
て
す
ず
う
に
袖
の
し
ほ
た
る
る
か
な

 
（
巻
十
・
麗
旅
）

俊
成
の
歌
の
展
開
と
歌
論
・
考

 
こ
の
「
右
大
臣
百
首
」
に
は
「
あ
は
れ
」
「
い
う
」
な
ど
釈
阿
ら
し
い
歌
が
詠

ま
れ
て
い
る
。
殊
に
新
古
今
の
吻
は
、
白
楽
天
の
詩
「
蘭
省
・
花
・
時
錦
帳
ノ
下

盧
山
ノ
雨
夜
草
庵
ノ
中
」
に
基
づ
き
不
運
な
境
涯
を
か
こ
つ
述
懐
歌
に
な
っ
た

の
も
釈
阿
の
生
き
方
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
人
間
釈
阿
の
心
か
ら
生
ま
れ
た

歌
は
「
千
載
集
」
そ
の
も
の
の
幽
玄
の
世
界
に
も
か
か
わ
り
を
も
っ
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
翌
治
承
三
年
十
月
十
八
日
に
は
 
「
右
大
臣
兼
実
歌

合
」
が
量
子
の
弟
で
開
催
さ
れ
釈
阿
は
作
者
と
し
て
出
席
。
同
時
に
判
者
も
兼

ね
る
。
六
十
六
才
で
あ
っ
た
。
こ
の
歌
合
の
判
詞
に
は
、
先
に
ふ
れ
た
「
中
宮

三
重
家
歌
合
」
と
同
じ
よ
う
に
「
姿
を
か
し
く
」
、
 
「
姿
も
優
に
」
、
 
「
姿
詞

優
に
」
 
「
心
詞
を
か
し
く
」
、
 
「
姿
も
優
に
」
、
姿
心
を
か
し
く
」
、
 
「
心
有

り
て
」
な
ど
の
判
詞
が
多
く
見
ら
れ
る
。
 
「
姿
」
の
用
語
の
多
い
の
は
、
歌
全

体
の
美
を
尊
重
し
た
釈
阿
の
こ
れ
ま
で
の
美
的
理
念
の
展
開
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
こ
の
期
に
お
い
て
家
集
「
長
秋
詠
藻
」
が
一
応
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
治
承

二
年
（
一
一
七
八
）
の
三
月
。
夏
に
は
仁
和
寺
宮
守
覚
法
親
王
に
回
覧
し
た
（
六

五
歳
）
。
文
治
四
年
（
＝
八
八
）
四
月
廿
二
日
、
七
十
五
歳
の
時
に
千
載
集
を

奏
覧
し
た
。
俊
成
が
千
載
集
を
編
集
す
る
に
あ
た
り
俊
頼
の
歌
を
五
十
二
首
の

最
高
の
数
を
入
集
さ
せ
、
師
の
基
俊
の
歌
は
二
十
六
首
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と

は
、
や
は
刎
古
今
集
の
世
界
に
復
帰
し
よ
う
と
す
る
穏
健
な
古
典
主
義
的
立
場

を
維
持
し
な
が
ら
一
方
俊
頼
の
革
新
性
を
高
く
評
価
し
た
た
め
で
、
同
時
に
平

安
末
期
の
歌
壇
を
新
し
い
中
世
的
世
界
（
新
古
今
）
に
転
換
さ
せ
よ
う
と
す
る

考
え
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
俊
成
に
よ
り
て
の
み
こ
の
展
開
は
可
能
で
あ
っ

た
。
す
で
に
歌
壇
の
指
導
者
は
六
三
藤
家
か
ら
御
子
左
家
に
移
行
し
て
い
た
。

⑧
五
内
百
首
期
（
七
六
歳
頃
一
八
五
歳
頃
ま
で
）

「
五
三
百
首
」
と
い
う
の
は
、
俊
成
が
伊
勢
・
賀
茂
・
春
日
・
日
吉
・
住
吉
の
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五
社
に
奉
納
す
る
た
め
に
詠
進
し
た
百
首
歌
の
こ
と
を
い
う
。
歌
題
は
堀
河
百

首
題
。
文
治
六
年
（
建
久
元
・
一
一
九
〇
）
三
月
一
日
清
書
完
成
。
本
百
首
は

千
載
集
完
成
を
祝
う
感
謝
奉
納
の
百
首
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
五
言
百
首
」
か
ら

勅
撰
集
入
集
は
二
十
六
首
。
う
ち
新
古
画
集
に
は
五
首
撰
入
さ
れ
て
い
る
。

ω
駒
と
め
て
腐
水
か
は
ん
山
吹
の
花
の
露
そ
ふ
井
手
の
玉
川
（
歓
冬
・
愚
智
・

 
春
雨
）

ω
か
っ
こ
ほ
り
か
つ
は
く
だ
く
る
山
川
の
岩
間
に
む
せ
ぶ
暁
の
声
（
氷
・
巻
六

 
・
冬
）

㈲
う
き
な
が
ら
久
し
く
そ
世
を
過
ぎ
に
け
る
哀
れ
や
か
け
し
住
吉
の
松
（
松
・

 
巻
十
八
・
雑
下
）

の
三
首
は
七
十
七
歳
に
お
け
る
歌
と
し
て
ω
の
「
え
ん
」
、
ω
の
「
幽
玄
」
、

㈲
の
「
述
懐
」
な
ど
い
ず
れ
も
釈
阿
の
特
色
を
発
揮
し
て
い
る
。
ま
た
、
建
久

四
年
（
一
一
九
三
）
に
は
「
六
百
番
歌
合
」
が
良
経
の
主
催
で
開
か
れ
た
。
釈

阿
は
そ
の
判
者
を
勤
め
、
，
六
条
家
（
旧
風
）
と
御
子
左
通
（
新
風
）
と
の
間
に

は
激
烈
な
対
立
論
争
が
展
開
し
、
遠
方
は
「
六
百
番
陳
状
」
を
書
い
た
。
釈
阿

の
判
詞
に
は
、
心
の
問
題
と
し
て
優
・
艶
・
あ
は
れ
、
幽
玄
が
使
用
さ
れ
、
詞
，

・
姿
の
問
題
に
も
「
詞
姿
」
が
優
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
く
り
返
し
述
べ
、
 
「
た

け
」
、
 
「
余
情
景
気
」
な
ど
の
用
語
も
あ
り
、
釈
阿
の
歌
に
つ
い
て
の
本
質
的

な
問
題
が
す
べ
て
提
示
さ
れ
、
顕
昭
は
こ
れ
に
対
し
博
引
認
証
、
万
葉
集
を
本

体
と
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
反
論
し
た
。
し
か
し
、
新
古
今
に
は
本
歌
合
か

航
三
十
四
首
も
多
く
入
集
し
て
い
る
。
つ
い
で
建
久
六
年
俊
成
の
甥
民
部
卿
経

房
が
そ
の
邸
で
歌
合
を
開
催
し
、
釈
阿
が
判
者
を
勤
め
歌
壇
的
位
置
は
愈
々
重

く
な
っ
て
ゆ
く
。
建
久
八
年
間
＝
九
七
）
に
は
式
子
内
親
王
の
依
頼
に
よ
り

歌
論
書
「
古
来
風
躰
抄
」
二
巻
を
執
筆
し
た
。
上
巻
は
、
和
歌
本
質
論
、
和
歌

史
論
、
下
巻
は
勅
撰
集
を
抄
出
し
、
若
干
の
解
説
を
加
え
て
い
る
。
歌
と
天
台

止
観
と
の
関
係
か
ら
説
き
お
こ
し
、
歌
の
本
質
論
に
及
ぶ
。
そ
の
中
心
は
「
歌

は
た
だ
よ
み
あ
げ
も
し
、
詠
じ
も
し
た
る
に
、
何
ど
な
く
艶
に
も
あ
は
れ
に
も

聞
ゆ
る
事
の
あ
る
べ
し
。
も
と
よ
り
詠
歌
と
い
ひ
て
、
声
に
つ
き
て
善
く
も
悪

し
く
も
聞
ゆ
る
も
の
な
り
。
」
と
い
う
個
所
で
、
釈
阿
の
歌
に
対
す
る
卓
越
し

た
本
質
論
で
あ
る
。
こ
の
巻
末
に
「
千
載
集
」
の
こ
と
に
つ
き
「
千
載
集
は
、

ま
た
愚
な
る
心
ひ
と
つ
に
撰
び
け
る
ほ
ど
に
、
歌
を
の
み
思
ひ
て
、
人
を
忘
れ

に
け
る
に
侍
る
め
り
。
さ
れ
ど
も
後
拾
遺
の
頃
ま
で
の
歌
の
数
多
く
残
り
て
侍

り
け
る
な
ん
、
集
の
冥
加
に
は
見
え
け
る
」
と
述
べ
て
い
る
通
り
、
歌
に
お
け

る
「
艶
」
と
「
あ
は
れ
」
に
関
す
る
問
題
を
提
起
し
て
お
り
、
ま
た
「
建
久
末

年
頃
二
才
和
尚
自
歌
合
」
の
十
禅
師
十
五
番
の
駿
は
「
古
来
風
躰
抄
」
と
殆
ど

同
じ
で
、
更
に
「
も
と
よ
り
詠
歌
と
い
ひ
て
、
た
だ
読
み
あ
げ
た
る
に
も
、
う

 
な
が

ち
詠
め
た
る
に
も
、
な
に
と
な
く
艶
に
も
幽
玄
に
も
聞
ゆ
る
事
有
な
る
べ
し
。

よ
き
歌
に
な
り
ぬ
れ
ば
そ
の
言
葉
の
外
に
も
景
気
の
添
ひ
た
る
様
な
る
事
の
有

に
や
。
…
」
と
新
し
く
幽
玄
と
景
気
と
い
う
理
念
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

言
葉
、
姿
以
外
の
内
容
。
つ
ま
り
余
情
に
通
ず
る
世
界
に
も
な
る
。
こ
れ
こ
そ

俊
成
の
美
的
理
念
の
到
達
点
で
あ
っ
た
。
な
お
そ
の
外
の
判
詞
を
具
体
的
に
み

る
と
、
 
「
を
か
し
く
見
え
侍
れ
ば
」
と
い
う
の
が
最
も
多
い
。
こ
れ
は
一
首
全

体
の
情
趣
を
さ
す
。
次
に
は
「
珍
し
く
侍
る
に
や
」
、
 
「
心
ぼ
そ
く
」
・
、
 
「
心

深
く
」
、
 
「
面
影
多
く
」
、
 
「
あ
は
れ
多
く
」
、
 
「
さ
び
て
き
こ
え
侍
り
」
な

ど
。
油
類
的
な
判
詞
に
は
「
心
詞
幽
玄
の
風
体
」
「
姿
心
殊
に
宜
し
く
」
、
 
「
姿

詞
い
み
じ
く
を
か
し
く
侍
る
」
、
「
歌
の
た
け
、
姿
こ
と
に
見
え
侍
り
」
な
ど
、

こ
の
よ
う
な
判
詞
は
晩
年
の
俊
成
入
道
の
好
ん
で
使
用
し
た
も
の
で
、
先
述
の

「
余
情
・
幽
玄
」
の
美
的
理
念
の
中
に
す
べ
て
統
合
さ
れ
て
ゆ
く
内
容
の
も
の
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で
あ
り
、
「
六
百
番
歌
合
」
、
 
「
民
部
卿
家
歌
合
」
な
ど
の
歌
合
に
つ
い
で
「
古

・
来
風
野
里
」
を
経
て
「
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
」
に
到
り
、
俊
成
歌
論
の
骨
子
た
る

幽
玄
論
は
完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

㈲
正
治
百
首
・
千
五
百
番
歌
合
期
（
八
六
歳
頃
一
没
年
ま
で
）

 
こ
の
期
は
釈
阿
最
晩
年
で
没
年
に
至
る
ま
で
後
鳥
羽
院
歌
壇
の
宿
老
と
し
て

活
躍
し
、
そ
の
歌
風
は
優
艶
な
歌
か
ら
寂
風
に
至
る
ま
で
幅
広
い
も
の
が
あ

る
。
「
後
鳥
羽
御
口
伝
」
に
は
、
「
俊
頼
が
後
に
は
、
釈
阿
・
西
行
な
り
。
姿
殊

に
あ
ら
ぬ
躰
な
り
。
釈
阿
は
、
や
さ
し
く
艶
に
、
心
も
深
く
、
あ
は
れ
な
る
と

こ
ろ
も
あ
り
き
。
殊
に
愚
意
に
庶
幾
す
る
姿
な
り
」
と
ま
こ
と
に
当
を
得
た
釈

阿
評
を
賜
わ
っ
て
い
る
。
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
十
｝
月
廿
三
．
日
に
は
和
歌

所
で
九
十
賀
の
宴
を
賜
わ
る
。
俊
成
生
涯
の
感
激
の
日
で
あ
っ
た
。
最
後
の
仕

事
と
し
て
「
正
治
二
年
院
初
度
百
首
」
に
出
詠
。
さ
ら
に
「
千
五
百
番
歌
合
」

の
判
者
を
勤
め
た
。
こ
の
最
晩
年
の
歌
を
年
代
順
に
五
首
ほ
ど
抜
い
て
お
く
。

ω
伏
見
山
松
の
か
げ
よ
り
見
渡
せ
ば
明
く
る
田
の
も
に
秋
風
ぞ
吹
く
（
正
治
二

 
年
院
初
度
百
首
・
新
古
今
秋
上
）
 
（
8
7
歳
）

ω
い
く
と
せ
の
春
に
心
を
尽
し
き
ぬ
あ
は
れ
と
お
も
へ
み
吉
野
の
花
（
千
五
百

 
番
歌
合
・
新
古
今
春
下
）
 
（
8
8
歳
）

働
あ
は
れ
い
か
が
折
し
も
き
つ
る
郭
公
雲
周
の
月
の
有
明
の
空
（
仙
洞
影
供
歌

 
合
）
 
（
8
9
歳
）

ω
百
年
も
す
ぎ
ゆ
く
人
ぞ
多
か
ら
む
万
代
夕
べ
き
君
が
御
代
に
は
（
二
条
御
所

 
に
顧
て
九
十
の
賀
を
賜
る
）
 
（
9
0
歳
Y

㈲
か
ず
な
ら
ぬ
末
ま
で
心
は
る
け
な
む
谷
の
小
川
に
有
明
の
月
（
春
日
社
歌
合

 
く
注
V
こ
れ
は
俊
成
最
後
の
歌
合
）
 
（
9
1
歳
）

 
こ
の
よ
う
に
並
べ
て
み
る
と
俊
成
は
九
十
一
歳
の
没
年
に
至
る
ま
で
作
歌
を

俊
成
の
歌
．
の
展
開
と
歌
論
考

怠
ら
ず
、
各
種
の
歌
合
に
出
席
し
て
当
時
の
若
手
歌
人
達
と
も
親
交
を
持
っ

た
。
五
首
と
も
心
深
く
あ
わ
れ
に
も
さ
び
た
寂
風
に
高
風
を
加
え
年
輪
の
重
み

を
み
せ
微
妙
な
余
情
を
含
む
歌
柄
で
あ
る
。
老
い
て
ま
す
ま
す
作
歌
の
情
念
は

燃
え
つ
づ
け
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
院
初
度
百
首
の
企
画
は
当
初
内

大
臣
源
通
親
と
六
条
家
の
季
経
（
顕
輔
の
子
）
、
経
家
（
荘
家
の
子
）
ら
に
よ

り
立
て
ら
れ
評
価
の
定
ま
っ
た
老
齢
歌
人
を
申
心
に
若
手
の
定
家
、
家
桜
ら
達
や

女
房
歌
人
は
排
除
さ
れ
て
い
た
。
俊
成
は
こ
の
こ
と
に
不
満
を
持
ち
院
に
「
正

治
奏
状
」
を
執
筆
し
、
院
に
直
訴
し
、
や
が
て
年
齢
制
限
も
解
か
れ
若
手
の
入

選
も
可
能
と
な
り
、
順
次
詠
進
者
も
追
加
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
が
八
十
七
歳
の

四
阿
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
こ
と
を
思
う
時
、
笹
葺
は
歌
壇
の
大
き
な
変
革
を

遂
げ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
の
初
度
百
首
か
ら
新
古
今
集
に
七
十
九
首
も
入

集
し
て
い
る
こ
と
は
和
歌
史
、
歌
論
史
上
共
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら

に
俊
成
の
判
者
と
な
り
生
涯
の
鷲
尾
を
飾
っ
た
の
が
千
五
百
番
歌
合
で
あ
り
、

明
月
記
に
よ
る
と
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
六
月
で
俊
成
八
十
八
歳
。
こ
れ
以

後
、
没
年
九
十
一
歳
ま
で
大
小
の
歌
合
に
作
者
或
い
は
判
者
と
し
て
出
席
し
て

い
る
が
、
「
千
五
百
番
歌
合
」
は
最
も
大
き
な
歌
合
で
最
晩
年
代
表
の
歌
合
で
あ

っ
た
。
後
鳥
羽
院
の
召
し
た
「
院
初
度
百
首
」
「
同
二
度
百
首
」
に
続
い
て
の
歌

合
で
作
者
は
後
鳥
羽
を
始
め
良
経
、
慈
円
、
俊
成
、
定
家
、
家
隆
、
寂
連
ら
三

十
名
、
判
者
は
後
鳥
羽
院
、
四
阿
ら
十
三
。
釈
阿
は
春
三
・
四
回
分
担
し
た
。

こ
れ
ら
の
判
詞
に
よ
り
彼
の
最
後
に
至
り
得
た
歌
論
を
分
析
し
て
み
よ
う
。

 
俊
成
に
は
ま
と
ま
っ
た
歌
論
書
「
古
来
風
躰
抄
」
が
あ
る
が
、
よ
り
具
体
的

な
歌
論
は
、
歌
合
に
お
け
る
判
詞
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。
 
「
千
五
百
番
」
の

判
詞
に
は
「
姿
」
の
問
題
が
中
心
で
あ
り
、
そ
れ
が
心
と
詞
な
ど
と
結
合
し
て

「
優
」
と
い
う
美
的
理
念
に
昇
華
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
以
下
少
し
例
示
し
、
分
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析
し
て
み
よ
う
。

○
か
へ
る
囲
み
ね
の
霞
の
は
れ
ず
の
み
う
ら
み
つ
き
せ
ぬ
春
の
夜
の
月
 
（
春

 
三
・
一
六
六
番
・
左
勝
・
女
房
く
後
鳥
羽
院
V
）

 
に
対
し
て
「
左
歌
雁
か
へ
る
と
い
へ
る
よ
り
回
心
始
終
妖
艶
に
み
え
侍
り
」

と
判
じ
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
姿
、
心
が
す
べ
て
妖
艶
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
挙
げ
て
い
る
点
で
、
妖
艶
の
世
界
を
す
で
に
俊
成
が
志
向
し
て
い
る
こ
と

は
、
定
家
歌
論
、
さ
ら
に
は
新
古
今
の
世
界
の
先
躍
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

○
珍
し
く
つ
ば
め
軒
ば
に
き
な
渇
れ
ば
霞
が
く
れ
に
雁
か
へ
る
な
り
（
春
三
．

 
二
一
四
番
・
左
・
公
継
々
）

○
な
れ
に
け
り
名
残
よ
い
か
に
山
桜
風
よ
り
後
の
春
の
日
か
ず
を
（
同
・
右
勝

 
・
忠
良
卿
）

 
に
対
し
て
「
弓
懸
玄
鳥
来
雁
向
北
こ
こ
ろ
を
か
し
く
侍
べ
し
。
右
歌
名
残
よ

い
か
に
山
桜
と
い
へ
る
心
姿
艶
に
も
み
え
侍
れ
ば
ま
さ
る
べ
く
や
侍
ら
ん
」
と

判
じ
「
心
を
か
し
く
」
よ
り
も
「
心
確
艶
」
の
方
が
勝
に
な
っ
た
例
で
あ
り
、

心
に
も
姿
に
も
「
艶
」
の
美
の
あ
る
事
の
方
を
大
切
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
う
こ
と
か
ら
「
姿
優
に
」
「
心
姿
ま
た
た
か
く
」
「
心
姿
を
か
し
く
」
、

た
だ
、
「
姿
よ
ろ
し
」
の
判
詞
も
多
く
そ
れ
が
ま
た
「
心
の
幽
玄
」
と
い
う
判
詞

に
も
な
り
、
さ
ら
に
歌
全
体
の
「
姿
の
幽
玄
」
と
い
う
風
姿
論
に
つ
な
が
っ
て

ゆ
く
。

○
奥
ま
で
は
た
つ
ね
ぬ
花
を
み
せ
が
ほ
に
風
に
流
る
る
山
川
の
水
（
三
四
・
二

 
五
八
番
・
左
・
持
前
権
僧
正
）

Q
み
わ
た
せ
ば
春
の
か
ぎ
り
の
色
な
れ
や
た
が
す
む
宿
の
池
の
藤
な
み
（
同
・

 
右
・
通
光
卿
）

 
に
対
し
て
「
左
歌
の
下
句
、
右
歌
の
上
里
と
も
に
姿
詞
よ
ろ
し
く
み
え
て
侍

り
。
同
科
に
て
や
侍
ら
ん
」
と
判
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
姿
」
と
「
詞
」
の

問
題
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
「
詞
」
の
問
題
も
表
現
技
法
と
し
て
は
大
切
で
あ

る
が
内
容
そ
の
も
の
で
な
い
の
で
俊
成
の
賀
詞
に
は
、
面
影
、
幽
玄
、
姿
な
ど

に
比
し
て
少
な
い
。

 
さ
て
こ
こ
で
す
で
に
日
の
ω
で
取
り
あ
げ
る
べ
き
だ
っ
た
が
、
他
の
事
の
た

め
省
略
し
た
「
御
裳
濯
河
歌
合
」
（
文
治
三
年
・
俊
成
判
の
西
行
自
歌
合
）
に
つ

い
て
思
い
出
し
た
い
。
そ
れ
は
、
同
十
八
番
右
の
「
心
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は

知
ら
れ
け
り
鴫
立
つ
沢
の
秋
の
夕
暮
」
で
西
行
の
名
歌
。
新
古
今
集
の
三
夕
の

歌
の
「
首
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
俊
成
は
「
鴫
立
つ
沢
の
と
い
へ
る
、
心

幽
玄
に
、
姿
及
び
難
し
」
と
評
し
た
。
七
十
五
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
最
晩
年
で

な
い
俊
成
が
「
幽
玄
」
・
「
姿
」
な
ど
の
理
念
を
す
で
に
持
っ
て
い
た
こ
と
を

こ
こ
で
考
え
た
い
の
で
あ
る
。
急
に
最
晩
年
に
至
っ
て
「
幽
玄
」
 
「
姿
」
の
問

題
を
言
い
出
し
た
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
判
詞
は
俊
成
の
最
も
重
要
な
美
約

理
念
で
、
俊
成
は
こ
う
し
た
考
え
の
も
と
で
作
歌
の
実
践
を
な
し
、
み
ず
か
ら

の
微
妙
な
余
情
美
の
歌
論
を
樹
立
し
た
。
先
述
も
し
た
が
、
後
鳥
羽
院
が
「
釈

阿
は
、
や
さ
し
く
艶
に
、
心
も
深
く
、
あ
は
れ
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
き
」
と
仰

せ
ら
れ
た
通
り
、
そ
の
歌
風
も
優
艶
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
寂
風
も
加
わ
り
こ
こ

に
釈
阿
生
涯
の
秀
れ
た
歌
が
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

結
 
 
語

 
こ
れ
ま
で
俊
成
の
生
涯
を
e
顕
広
時
代
、
口
俊
成
時
代
、
日
四
阿
時
代
の
三

期
に
分
け
て
そ
の
歌
風
の
展
開
と
歌
論
を
考
え
て
き
た
。
今
ふ
り
返
っ
て
み
る

と
ま
だ
書
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
一
杯
あ
っ
た
が
、
紙
幅
の
制
限
の
た
め
思
い

（70）



切
っ
て
割
愛
せ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
。
す
で
に
述
べ
た
歌
で
あ
る
が
、

ω
世
の
中
よ
道
こ
そ
な
け
れ
思
ひ
入
る
山
の
奥
に
も
鹿
ぞ
鳴
く
な
る
（
千
載
集

 
 
・
雑
歌
中
・
2
7
歳
）

ω
夕
さ
れ
ば
野
べ
の
秋
風
身
に
し
み
て
う
つ
う
鳴
く
な
り
深
草
の
里
（
千
載
集

 
 
・
秋
上
・
，
3
7
歳
）

㈲
面
影
に
花
の
姿
を
先
立
て
て
幾
重
越
え
来
ぬ
峯
の
白
雲
（
新
勅
撰
集
・
春
野

 
4
3
歳
以
前
）

ω
う
き
な
が
ら
久
し
く
世
を
ぞ
過
ぎ
に
け
る
哀
れ
や
か
け
し
住
吉
の
松
（
新
古

 
今
集
・
乳
下
・
7
7
歳
）

㈲
い
く
と
せ
の
春
に
心
を
尽
し
き
ぬ
あ
は
れ
と
お
も
へ
み
吉
野
の
花
（
新
古
今

 
集
・
春
下
・
8
8
歳
）

 
こ
の
よ
ヶ
に
年
代
順
に
歌
の
軌
跡
を
ま
と
め
て
み
る
と
俊
成
の
温
い
人
間
性

か
ら
生
ま
れ
た
歌
の
拝
情
の
あ
り
か
が
わ
か
っ
て
く
る
。
以
上
五
首
の
う
ち
ω

 
・
ω
と
も
に
千
載
集
入
集
の
歌
で
俊
成
の
自
信
作
で
あ
っ
た
。
ω
は
「
奥
山
に

紅
葉
踏
み
わ
け
鳴
く
鹿
の
声
き
く
時
ぞ
秋
は
悲
し
き
」
 
（
古
今
集
・
秋
上
・
読

人
不
知
）
を
、
㈲
は
俊
頼
の
「
鶉
な
く
真
野
の
入
江
の
浜
風
に
尾
花
波
よ
る
秋

の
夕
暮
」
 
（
金
葉
集
・
秋
）
を
そ
れ
ぞ
れ
本
歌
と
し
て
い
る
。

本
歌
取
り
と
い
う
技
巧
は
子
の
定
家
に
至
り
本
格
的
に
な
る
が
、
既
に
俊
成
に

於
て
も
実
践
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
ω
と
㈲

に
つ
い
て
は
「
無
名
抄
」
の
中
に
、
俊
恵
が
こ
の
二
首
を
比
較
し
て
ω
は
俊

成
自
身
が
代
表
歌
と
い
う
が
「
身
に
し
み
て
」
の
腰
の
句
が
無
念
で
あ
り
、
㈲

の
方
が
秀
れ
て
い
る
と
言
っ
た
。
し
か
し
俊
成
は
あ
く
ま
で
も
ω
の
歌
を
自
讃

歌
と
し
た
と
い
う
話
が
あ
る
℃
さ
て
こ
こ
で
ω
の
本
歌
と
な
っ
た
源
俊
頼
め

「
「
鶉
な
く
」
の
歌
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
く
。
こ
の
歌
は
作
者
が
堀
河
院
の
前
・

俊
成
の
歌
の
展
開
と
歌
論
考

で
「
薄
」
を
詠
ん
だ
晴
の
歌
で
、
伝
統
的
優
美
の
世
界
に
新
し
い
幽
玄
の
風
趣

を
添
え
た
一
首
で
、
 
「
無
名
抄
」
で
は
俊
恵
が
「
是
も
ま
が
は
ぬ
浮
紋
に
侍
る

-
べ
し
」
と
賞
讃
し
た
。
浮
文
と
は
、
俊
恵
の
定
義
に
よ
る
と
「
よ
く
艶
優
れ
ぬ

る
歌
は
浮
文
の
織
物
を
見
る
が
如
し
、
空
に
景
気
の
浮
べ
る
也
」
と
い
う
こ
と

で
、
俊
頼
の
艶
な
る
歌
は
俊
成
の
歌
の
世
界
に
流
れ
こ
ん
だ
系
譜
が
考
え
ら
れ

る
。
俊
成
は
二
十
五
歳
（
保
延
四
年
）
藤
原
基
俊
に
入
門
し
、
古
今
集
を
伝
授
さ

れ
た
が
、
一
方
俊
頼
の
新
し
い
審
美
的
作
風
に
傾
倒
し
た
。
俊
成
が
千
載
集
を

撰
集
す
る
に
あ
た
り
俊
頼
の
歌
五
十
二
首
を
採
用
。
こ
れ
は
最
高
の
数
で
、
つ

い
で
俊
成
自
身
の
三
十
六
首
が
二
位
。
基
俊
は
二
十
六
首
の
三
位
と
い
う
順
に

な
っ
て
い
る
。
俊
成
は
歌
を
選
び
、
人
を
選
ば
な
か
っ
た
と
み
ず
か
ら
言
っ
た
。

師
の
基
俊
の
対
立
者
で
あ
っ
た
人
間
俊
頼
は
憎
か
っ
た
が
、
歌
人
俊
頼
は
尊

敬
し
た
の
で
あ
る
。
俊
頼
の
新
し
い
作
風
は
俊
成
の
作
品
形
成
に
多
く
の
影
響

を
与
え
た
。
ω
に
於
て
は
歌
道
の
神
住
吉
明
神
に
す
が
り
長
生
き
し
て
来
た
述

懐
。
㈲
に
も
ま
た
み
吉
野
の
桜
の
花
に
対
し
て
「
い
く
と
せ
の
春
に
心
を
つ
く

し
き
ぬ
」
と
い
う
「
あ
は
れ
」
の
心
情
を
基
調
に
し
て
い
る
。
か
の
僧
正
行
尊

の
「
も
ろ
と
も
に
あ
は
れ
と
思
へ
山
桜
花
よ
り
ほ
か
に
知
る
人
も
な
し
」
 
（
金

葉
集
・
雑
上
）
を
本
歌
と
し
た
も
の
。
俊
成
の
長
い
歌
人
と
し
て
の
生
涯
を
考

え
て
み
る
と
三
代
集
の
世
界
の
伝
統
を
尊
重
す
る
と
同
時
に
、
一
方
新
し
い
歌

の
世
界
を
切
り
開
い
た
。
こ
の
新
旧
の
歌
の
あ
り
か
を
統
一
し
て
こ
こ
に
中
世

の
歌
壇
を
生
む
原
動
力
を
作
っ
た
の
が
俊
成
で
あ
っ
た
。
そ
の
歌
風
は
優
艶
に

し
て
、
 
「
あ
は
れ
」
を
深
く
蔵
し
、
や
が
て
寂
風
、
高
風
と
展
開
す
る
。
俊
成

の
美
的
理
念
「
あ
は
れ
」
「
優
」
「
艶
」
 
「
さ
び
」
 
「
た
け
高
し
」
な
ど
は
綜
合

さ
れ
て
「
幽
玄
」
の
世
界
と
な
り
、
そ
れ
は
次
の
新
古
今
の
美
を
生
む
源
泉
と

な
っ
た
。
平
安
最
末
期
に
生
き
た
俊
成
な
く
し
て
中
世
の
新
し
い
美
の
世
界
は
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訪
れ
て
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
歌
壇
史
、

重
要
な
位
相
が
あ
っ
た
。

和
歌
史
、
歌
論
史
に
お
け
る
俊
成
の
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